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はじめに

自然一人間関係は，近代地理学の分好においては，環境論，地人相関論，生活様式論など

の各立場から，常にその主要な研究領域として，とりあげられてきた。なかでも，生活様式

論あるいは社会主義のもとでのその研究は，自然一人間関係においては，人間がi当然にはた

らきかけるという側面を重視するという観j主ですすめられてきた。この関係は，人間が，そ

れぞれの労働過程の各:場面において，自然と対11守しているということであった。すなわち，

労働は，マルクスによれば， Iーまず第ーに人間と自然とのあいだの一過程である。この過程

で人間は自分と I当然、との物質代謝を自分自身の行為によって媒介し，規制し，制御するので

ある。人間は，自然、素材にたし、して，彼自身一つのl当然、力として相対する。彼は，自然、繁材

を，彼自身の生活のために使用されうる形態で獲得するために，彼の肉体にそなわる iき然

力，腕や脚，頭や予を動かす。人間は，この運動によって，自分の外の自然、に働きかiけてそ

れを変化させJ(J)てきた。一方，労働がもたらす生産力，人間の自然、に対する働きか{けの度

合は，自然の d豊かさグと，歴史的発展段階における進歩とによって競走されるとみた。

I (1)労働の自然的条件，土地や鉱山の豊度などなと、。 (2)労働の社会的諾力の進歩敬響，

これらが得られるのは次のものからである。すなわち，大規模生産，資本の集中と労働の結

合，分業，機械，作業の方法の改良，化学の力その他の自然力の応用，運輸交通機関による

時間と空間の短縮，そのほか，科学の力で自然力を労働に奉仕させ，また労働の社会的また

は協業的性質を発展させるあらゆる発明が，それである∞」。かくて，技術の進歩とともに，

人聞は，自然に対して働きかけ，また，その成果すなわち技術構造によって，あらたに働き

かけをおこなってきた。これは，今後もくりかえされてし、く。

自然一人間関係をその研究対象とする地理学の一分~!fでは，自然、と技術構造との相互作用

の，将来をもふくむ，各歴史的発展段階での総括的把握が，関心のまとになっている。と ωく

に，最近の社会主義国における地理学では，その関心のおきどころは，自然は，歴史的な発展

段階とともに人間によって H変革されてし、くグという前提を堅持しながら，また，いちじる

しく高度になってきた人間の技術精造の自然、への強いはたらきかけに法意をはらいつつ，逆

に， 自然、からもたらされるよれ、っそう哨大してきている肯定的あるいは否定的影響につい

て，考察をする(ぬという点にある。これは，具体的には，自然改造の影響やさまざまな形で

生じてきている環境問題一大気汚染，水汚染などのーなどをさしている。とくに，ここで問

題にされるのは，いうまでもなく，その否定的影響についてである。かつてエンゲルスは，

人間の社会的発展の結果， I人間は自分がおこす変化によって自然を自分の目的に奉仕さ

せ，自τ然を支配J(心してきたが，一方， Iわれわれ人間が自然にたいしてかちえた勝利にあま



66 

り得意になりすぎることをやめ」るよう注意をうながした。 rそうした勝利のたびごとに，

自然はわれわれに復響する。なるほど，どの勝利もはじめはわれわれの予期したとおりの結

果をもたらしはする。しかし二次的，三次的には，それはまったく違った，予想もしなかっ

た作用を生じ，それらは往々にして最初の結果そのものをも帳消しにしてしまう J(5)からで

ある。これは，いわゆる/11当然のしっペがえしμ として，人間にたちあらわれるものであ

るO この研究の現代的意義の重要性は，あらためていうまでもなし、。

だから，地理学の関心は，これだけにとどまるのではなL、。さきにのベたように，人間の

自然にたL、する働きかけの度合は， 1当然の H豊かさμ すなわち，労働の自然条件にも影響さ

れるために，所与のものとされがちな//自然Jノそのものの考察がすすめられる必要性が生

じるのである。人間，技術構造は， I~I 然、にたし、してはたらきかけるが/1 1当然、ν そのもの，

従来から使われてきた術語を用いるならば /1自然環境グもまた，ある様式に組織されてい

く。この様式は，その位置，人間との関係，自らのもつ有機質，無機質，エネルギーの豊お

よび内部でのそれらの流れなとにより，その個性を発揮させる。しかも，この様式は，同質

的あるいは兵質的なi当然の γステムに構成ωされ，ぉエL.し、がヒエラノレヒーをもっ関係をしめ

しながら総合的なまとまりを示すのである。かつて指摘したように(7)また，環境の総合的

把握とその保護という，先にあげた地理学の関心からいっても，この自然の総合的なまとま

りを把握すること， すなわち， 自然、系を総合的に把握し， さらに， そこにおける人間の労

働をも，総合的にとらえることは，実践的な意味をもってくる。ここにおいて，従来のよう

に，自然について気候は気候，地形は地形として，把握してきた場合とちがった，いわゆる

総合体としての自然すなわち H自然、総合体=自然、コムプレクスM の概念が登場する。

本稿では，現代地理学の関心をひく舞台に，このようにしてたちあらわれた d自然総合

体μ の概念，その意義，地理学の発展のなかでのその{立寵などについて，考察をし，経済地

理学的立場からも，それがどのような意味をもつかということを明らかにしようとするもの

である。

1. 自然の総合的把握一一フンボルトから三沢地理学へ

イ〉フンボルトおよびリヒトホーフエンの Erdoberflache 

自然、系の総合的把握という場合， 19世紀の近代地理学の発生の段階において展開され

た，環境論による自然環境の概念，また，その後登場したリヒトホーアェンのコロロギー的

Erdobertlacheの蝶念，さらに，いわゆる「風土」論とよばれる地理的思想における，と

りわけ，自然の諸現象と人間の生活を dー f*/1のものとしてとらえる三沢勝衝における風土

の概念に注目せざるを得なし、。

環境論あるいは風土論においては，おおむねそれらに共通して，人間の自然にたいするは

たらきかけ，すなわち労働という行為が欠如したり，不当に過小~ll~価されたりしている。と

くに，環境論においては，人間は，単なる自然的=生物的存在であり，鹿史的・社会的存在

にはなっていなし、。それゆえ，そこでは，人間は非歴史的・没 I~I 然的な存在であり，せい

ぜい，自然、に対して，人間が吋宣)，(5.//するということしか生じなL、。たしかに，人間自身

も，生物にちがし、はないし，自然の物質的基礎にもとづいて生活し，自然の法則性に応じ
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て{動いていく。したがって，ここにおいては，人間は，あきらかに自然の一部を構成するO

しかし環境論においては，ここで思考はとまってしまう。人間自身は，自然のj法WH生にM:.:

じて，働き，それ自身の社会を構成し，それ自体新しい構成物として，ふたたび， I~I 然、に

働きかけるのである。マルクスは， I I~I 然の人間的本質は社会的人!習によってはじめて定在

する。なぜなら，ここではじめて自然、は人間にとって，人間との紐帯として定在するのであ

り，他人にたL寸知る彼自身の定在として，彼にたし、する他人の定在として， I司様にまた人間

的現実性の生活基盤として定在する。ここではじめて自然は人間自身の人間的定在の基礎と

して定在するのである。ここではじめて人間にとってその自然、的定在はその人間的定在であ

り，自然が人間にとって人間になっているのである。だから社会は，人間と自然との完成さ

れた本質統ーであり，自然、の真の復活であり，人間によってつらぬきとおされた自然主義で

あり，自然によってつらぬきとおされた人間主義で‘ある」ωとのベるO すなわち，人間， そ

れは社会主f構成しており，自然、にたし、して，いろいろなかたちで，相瓦作用をおこなってい

るのである。だが，環境論においては，この側面，労働を通じて!当然環境にたちむかわー人

間の主体的能動性という側面を，無視してしまうωのである。これは，かの悪名たかき， I当

然決定論のj原型であるO しかし，地域を総合的にとらえ，その多様性を明らかにするとと

もに，自然系をも，総合的にとらえるという方向も示されている。たとえば，あまりに多く

の方面で活躍しているため，環境論者としてきめつけるには，もちるん関j塩怯あるが，ア ν

クサンダー・フォン・フンボノレトの例をみれば，自然の総合的犯撞という点において，あら

ためてみなおされるのであるO 彼の『植物地理学のイデー，付，熱帯地方の i全然藤JI>
Id巴enzu einer Geographie der Pflanzen， nebst einem Naturgemii;tde de:r TtOPel1r'" 

länder におさめられている一枚のI~，アンデスの白然像の図には，ア γデ;;;"0). 1必が描かれ

ており，植物型や氷雪などが拙かれており，画面の左右に20の欄(10)があ，る。この欄に記述

されているのは，彼の自然像、の観察の対象となったものであり，この有機的総合的構d戚がき

彼における自然、系となっている。その欄には，1.メートノレによって王表された高度， 2.水平

光線屈指度， 3.海上より山が説界に入る角度， 4.各大陸における高度測定〈多くの山頂。

鉱山，化石発見地，都市，各地における雪線などが記載されている).5.気j聾の高度に"k.る

電気現象， 6. 高度の変化による土地の耕作， 7.真空内において振子により測定された遊カ

の減少， 8. キアノメーターによって測定された大気の明澄度， 9; ソジユ ~lレ民撮度計tによ

る大気中の温度の減少， 10. バロメーターによる気正， 11. トアズによって示されたャi海底，ι

12. メ{トル高度， 13.気温，最1喜iおよび最低温度をしめす， 14. 気躍中に認められる控気

の化学的性質， 15.各緯度における万年雪の下限， 16.住地の高度に従って配列された動

物， 17.各高度における水の沸騰点， 18.熱帯界の地体構造上の光景， 19 気圏通過による

光線の衰弱， 20. トアス高度の項目が拙かれている。つまり，これらり諸要三誌が，一つの地

域のなかに構成されており，総合的自然像をうみだしているのである。ここにおし、て，伎

は，同時代，あるいは，それ以後，めまぐるしく発迷してL、ったがイi目別対象を同様に追及し

ていった，機械論的自然、科学に反対し，制々の構成部分に注目すると同時に，自然現象の全

面的関係とi翠果関係相互の制約性をその研究対象にしたのである。エンケ、ノレスは，彼の比較

研究を重視し，物質の循環という広レ視野の導入を高く評価している。 I比較研究法の要

去，すなわち解剖学，気候学(等温線)，動催物地理学(18位紀の中ごろ以降の学術的探検
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旅行).また一般に自然地理学(フンボルト〉におけるそれ，諸資料の関連づけ，形態学(

発生学，ベール〉。

古い目的論は破滅し，いまや次のことが係笑となってL、る。すなわち，物質はその循環過

程のなかで法則にしたがって運・動してし、ること，それらの法則は必然的にその循環の採定の

段階でーあるときはここ，あるときはかしこというぐあいにー思考する精神を生物のなかか

ら生みださずにはおかなし、。(11)j とO また，のちに， ドイツ民主共和留のオットー・フォン

・シュウ、アノレツは，フンボルトが，ーさいの推論や宗教の世界にたL、する解釈を否定し，唯

物論的観点を用い，発展的に自然、と社会とを見ることをのベ，事物の全面的連繋をもとめた

ことを指摘し02入このことから，彼は弁証法的考えのもち主としている。竺可槙も 11自発

的な唯物論者M として，彼をみとめ "Kosmos"において，自然界の現象は，すべて，こ

の関係が相互錯iJ約的であるとのベたclむことを強調しているのである。

フンボルトの地理学ののち，岩石歯.7K圏，気圏をふくむ唯一の地域，すなわち地表

Erdoberflacheが，その対象であるとする地理学があらわれた。リヒトホーフェンの地理学

(]4)である。彼は，この対象における，外的な Form とその構造の地質的研究とを比較し，

観察するものであるとした。ヲヒトホープェンは，のちに，その構成部分のうち feste

Erdoberflacheを深く研究し，いわゆる Morphologieder Erdoberflacheを完成させて

¥べ。また彼は. ErdoberfJacheをさらにこまかくい部分空間 Teilraumenにわけて，

各地域の詳細な研究をすすめた。そして. Chorographieを展開し地理学における地誌学

の基礎を提供する。そこでは，地理学の課題は，各 Teilraum，すなわち Erdoberflache

の物的構成 stofflicheZusammensetzungの認識であるとした。この概念によれば. feste 

Erdoberflacheの構成部分どうし，および festeErdobertflacheと，その上にたつ生命と

のあいだの因果的相互関係が，地理学の研究対象となるのである。，-大気圏の運動に対する

土地の起伏状態および地質学的性質の交互作用のうちに，われわれは有機的世界，すなわち

植物，・動物および人類の諸現象にたいする基礎条件を知りまた理解するCl5)j。彼は. 1860年

から1872年まで， ドイツの東アジアへの帝国主義的進出のつゅはらいの意味をもっ調査，研

究のための日本，中国への大旅行をおこなうが，その際の観察，研究は，地形学と地誌学の

基礎を完成させる。それは，大著， “China， Ergebnisse eigener Reisen und darauf 

gegrundeter Studien."いわゆる『支那(中国)Jlとなって示される。その研究は，中国の

地理学的理解の基礎を確立するニと，高さの状態をその基本形において確定すること，山j派

の走向の法射を発見し，地質構造を探求すること，また，中央アジアの内陸水系;地域および

チベットの高原地帯に対する中国の関係の原因を究明すること，気候変化の法射をある程度

まで探求することなどを目的としたが，その方法は，中国の研究を通じて，従来の方法から

脱却し. Erdoberflache にもとづく地誌学的研究によったので、ある。従来の地理学の方法

によれば. r土地の高さの関係は当時どこでも理解されず，山脈渓谷の走向の規則性など何

人も予想、しなかった」ので rかかる問題を取扱ふ山岳誌の外に，地質学がその時代以後に

初めて発展して，地形を理解する基礎になった。これと並んで，多種多様な大気圏の運動の

分布状態を取扱ふ気候学が発達した(16)jのである。

かくて， リヒトホーフェンの地理学においては，気圏，水圏，岩石圏の統一的接点とし

ての地表 Erdoberflacheがとりあげられており，のちに創11分化していく自然地理学のもち
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あわせない総合的観点を保持しているのである。そして，その総合的な自然系が，地誌学

Chorologieの重要な構成部分となり，人文地理学的考察のための自然的基礎の重要性をう

勺たえるのである。しかしリヒトホーフェンの学問は，後にヘットナーなどによって， r空
間科学Jとしての地理学に 11発達M させられる。そこでは Erdoberflache'. Landschaftに

存在する諸事物の空間的関係を，地理学固有の研究対象とし Landschaftについてのi時

間的な側面，生成，発展の意味などを捨象し， {也の d歴史科学H の特権として，歴史的考察

の方法を地理学から放遂してしまうのである。また，日本における，歴史地理学の一部にあ

る勺ド歴史μ 的考察方法などにも，拡大再生産されてし、く。そこでは，地域の変化発展の道

を追跡することは，地理学の使命ではなく，また，地理学が地j或形成の歴史的過程を研究す

ることに目的を有しないなどと主張され，小牧実繁の IIH寺の断面M 説，藤岡謙二京1Iの H時の

IVr部比較説グ (]7)などが展開される。 d時の断面グすなわち投影せられた歴史的時代の各断面

をとって，土地，景観など、静止的なものを考察しでも，結局はヘットナ一流の Landschaft

に存在する諸事物の空間的関係のみを語るだけであり，また，そのような方法で「明ら

か」になった各時代の d断面グをいくら変遷史的にならベ，比較しても， (歴J史的考察には

なりえなL、。つまり，彼らの d歴史グ地理学は 11歴史:グ〔時代における σ空間科学j とし

ての)J地理学なのである。彼らが好んで使う，ハッシンガ{の "Nich土 Geschid誌とl@¥;j:t-

ung ist das ZieJ.1'は，彼らの地理学の性格をよく示している。 Landschaft0乙客在する諸

事物は，それが H時の断面グ上にあっても，それが存在する以上 ρ時間の外グには存在しえ

ないのである(8)。リヒトホーフェンの地理学においては，このように，非歴史的考察方法

という看J品しえない問題があり，自然の総合的把握という点にマイナスの面を提供していた

といえる。

ロ)11日本地誌学H

日本においては，近代地理学では，このようなフンボルト uヒトホ{ブヰ γらftln洋のi也

理学の導入により，その H独自的グ発達と L、う側面では，他の学問とi号棟，よりわ付吉弘、も

のである。そのようななかで，外国の地理学導入後，日本的政治情況において，自本的に変

型された地理学とでもいうべきものと，きわめてまれな形でその d独自的d 発途をとげたも

のがある。前者については，戦前の侵略のための「学問J;地政学旅こもとづいた/}~木地誌

学M を，後者については，三沢勝衛の 11風土11 論的地理学をあげることができる。しかも，

前者は， リヒトホーフェンの Chorologie的側面をうけついでおり，また後者は，独自白の立

場で展開することにより， リヒトホーフェンらの地理学とその額似性によって接近してお

り，在目されるものであるO そして， ¥， 、ずれも， I当然系を総合的に把握する考察方法がとり

いれられているのである。

ザヒトホーフェンらが展開した地誌学は，従来，日本においてはそのモノクラフィーの蓄

積が弱かった基礎の上にたって，戦前においては，その歴史的な位置一日本を盟主とする大

東亜を建設するためという大義名分によって，東アジアを侵略するというーから，その重要

性が訴えられる、。その内容は，対外的には侵略，対内的には国防という問題と，かたく結合

された形で展開される。たとえば，飯本信之は， I当然環境が，一応，人間によって形成さ

れたものと認めつつ，その自然環境が人間の生活にふさわしい形に用意されるよう訴える。

用意されるべき自然環境は，国土計画という観点から，土地すなわち侵略あるいは国防をほ
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どこすための地域の総合的把握によって，真に実践的になると考えるのである。彼の「地Ei:
学について」には， r等質の面相及機能を持つ一定の限界ある地的空間を景域といひ，地

誌学は人間生活は人間生活と自然、的所与との相互作用の顕現と結果とをかかる景域なる対象

に於て把へんとするものである。この際人間生活は社会的柴田的なものとしてであり，自然

は之を図践する自然環境としてのみ了解されるが放に，自然環浅は人間生活によってはじめ

て作られ，かくて作られたる自然環境によって，人間生活が逆に規定されるからここに相互

顕現の作用が成立する。……肝要なる事は前記相互作用が何等歪められる事:なく空間の持つ

内在的可能性としての力が人間生活によって真に引きだされ，人間生活が又それに十全なる

適応を示しているか否かであり，換言すれば一定の景域が調和しているか否かである。市し

て個々の景域が国土の分節構造である限りにJj~'て，かかる調和はi語家的立場を基調として展

開されるもので、なければならなL、。一切のものが高度国防国家体制確立への過程にある現段

踏に於ては，それ放に地誌学の研究は国紡的或は国土計画的観点からなされねばならぬ。か

くて個々の景域はそれ自身を調和せしめつつ全国土への調和に止揚され，ここに国土が真に

総合的に合目的に編成されるのでなければならない。……分離は抽象に於てのみあり，奨体

の中には総合のみがある。苦々は景域を災体として，総合されたる総体としてのみ客観的に

叙述説明せんとするのであって，かくてこそ地誌学の研究は国家の要求に添い之を棄に景域

に於て生かし得るのである。

高度菌防国家は国家の生活力を積極的に保，iltせんため広j或韻を縫立しアウタルキーを確

保せんとする絶対的要請を有するので，異質的な多くの景域を支配しかくてこそ却ってよ

り高き意味に於ける国家生活の調和を希求するのである。それ放に民族本来の景域がある種

の自給自足を可能ならしめない場合，国家はその方向への領域拡大を志向するのは言うまで

もなし、。ここに地誌学は本来の国土に於て何がlヨ給され何が然らざるかの問題を解決するた

めに，最も真撃な態度で各領域に於てこの程のアルノくイトをなさねばならぬ。そしてこの事

は又交通条件の支障の生起が考へられた時には国防上重要な問題でもある。かくて地誌学が

かかる目標に向って専念、されるならば，国家生活の地域的方向づけを目ざす所の地政学に対

し益する所が大きいであろう。私はかかる意味に於て地誌学，国土計画，地政学の意義を一

連の関連に於て把へたいのである。(傍点筆者)J(J9) とのべられている。ここでの景域とは

Landschaftであり， リヒトホープエンの Erdoberflacheにおける生成物の総体に対応す

ると考えられる。そして，この景域は，従来の国家の政策によって d抽象。的に 11分離的

割拠的H に把握されていたために，土地を媒介として，総合的，具体的に把握すoものであ

るO そして 11民族本来がの景域の総体に何らかの欠陥があれば，適当な d広域題H すなわ

ち実際には大東亜共栄圏を設定して， 自給白jとのために，領域拡大口侵略を可としたので

あった。この時期に， r帝国の海外発展に資するため，東道の人文及び自然に関する総合

的調査を行ふJために東亜研究所が作られたのは，周知のとおりである。 ζの研究所の目的

は， 1938年に設立されたことから明らかなように， EI ~I~戦争の展開にともなって，東亜の基

礎的，客観総合的な地誌的研究を行うことであった。ここでは，多〈のプロジェクトチ{ム

がくまれ， w支部ニ於ケル重要畜産資源ノ分布ニ関スノレ調査~， w省、別に見たる黄海流域地

誌~(20)などの調査の d成果グがつみかさねられた。その成果は， J二記の飯本が展開したどと

く，自的が d領域拡大グのための資料の作成にあったことから，ほとんどの資料が研兜所に
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関係のある官庁，特殊な民間団体に配布されるのみであった。また，地理学界のなかでも客

観的要請の高まりから d 日本地誌学会代21)が設立され，研究・ 1:I:l販活動を展開したのであっ

たoかくて，外国を侵略してまで d資源かを求めるために r総合的」に自然をとらえる，

a本的な勺也誌学グが市民権を得たのであった。

ハ〉 μ風土H 論的三浪地理学

わが国において，この H 白木地誌学U がそのよってたつ地政学とともに H一世を風擁M し

ていたころ，一方で， リヒトホーフェンの展開した Erdoberflacheの理論との類似性にお

いて注尽きれる。独自グの地理学が存在した。それは，三沢勝{ftfの地理学であるO

三沢勝衛は，地理学とくにし、わゆる H郷土教育H をはじめとする地理教育の分野に貢献し

た。それは，

-i慌の水，一茎の草，万物のすべては皆その大宇宙と通じ

我等の郷土も亦，そのかかはりを全1世界に持つ

されば郷土に対する真の理解は，その先行として全世界に対する，深い教養を要求する。さ

では郷土の研究達成も亦その前途，極めて遼遠と L、ふべきであらう (22)として，その意、義を

訴えるo ただ，この H郷土か 研究に対する重要性の主張については，彼の説く意義はもちろ

ん正しいが，当時の日本の教育の柱とされた d池歴等霊H さらに，郷土を情認器l;"すると

とを「国家j的見地から行うことによる 4留民意識グの向上などの歴史的・客観要請と無関

係ではなし、。この教育については，歴史的考察が必要であろう O

しかし，今，問題とされるのはその点で、はなく，万物のすべてが宇宙と通じ，郷土すなわ

ち人々の日常生活の場が"宇宙グと有機的な連繋をたもっているということの実体、であ

るO 彼の地理学は H風土M なるものを根本的に研究するものであるとされたが，その d風

土H なるものの意味を，今，問題にしなければならないということである。彼のいう風土と

は， r大地の表問と大気の底面とのふれあいの場JC2めである。このふれあいは，単なる持者

のふれあいあるいは，接触面での多少の混合とし、う程度ではなく，両者の接触の結果，そと

に「新らしく生成されるその新生物(傍点筆者)Jであり， r大気だけでも，大地だけでも持

って居らなかった新しい性費を含んだ(24)Jものである。また「そこの大地や大気の持って居

る温度から，湿度，炭酸瓦斯の濃度等，その他色々のものが，その新物質の構成?と関連して

来るが，その時，その大気の持つ温湿度は，そこの大地の持って居る盤湿度と，きう Lて，

今度は大地の方の持って居る温湿度は，その時のそこの大気の方の温濫度と極めて密接な関

部をもっている(25)Jとのべ，この新しい生成物は，全一体的なものを構成し，いわゆる風

土の特徴をしめすメルクマールすなわち「風土計Jに成長するのである。ここでは，援のい

う「風土jの構成する大気=気圏や大地=岩石圏が単純に働いた結果つくられる H混合物以

の形成ではなく，複雑に働いた結果生じた一つの μ化合物かの形成を説明しているものとい

える。すなわち， rそこの大地が大気に，大気が大地にと互に作用 Lあってそこに月Ir謂風土

が出来る」。そうなると， "11室生H が生じ， r一度，そこがある種の櫛生を持って居る以上，

その植生の影響が，そこの大地と大気の接触の，その屈の持つ性質に深く参加して居るわ付』

で，そこでは既に，地・気・槌の三者が三位一体の関係にあるわけで，従ってそこでの風土と

いふのは，委しくいへば，単に大地の表面と大気の底面との接触だけで、はなし、。植物の働き

の:相当に加はって居ると考へ(2G)Jなければならなし、。自然、(土地，大気〉がもたらしたも
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のz 植生がふたたびs 自然の変化の過程で，さらにあたらしし、三三位一体の H化合物がを形成

するのである。ここにおいて，新しい 11植生グと L、う生物舗が自然のなかにくみこまれて」、

く。植生には，もちろん大型のものだけでなく，微生物もはいる。この徴生物は，大地には

いり，砂レキなどと混合しあいながら，土壌を形成し，変化させてLぺO そして，乙の土壌

がさらに，大気や大地に影響を与え， いっそう複雑なっ武ゴこがが形成されていく o この結

果，結局，彼における rJ民土といふものは，そこの大地と大気の接触函iを基調とし，それに

そこのあらゆる生物を加味しているもので，その三者が，瓦に関係し合って，完全な一体と

なった，即ち三位一体である事， しかし大地と大気の接触そのものが基調で，生物の参加す

る， しないは，必ずしも絶対的な必要条件ではないといふ事， しかし，恐らく今日地球上い

たる処，多少にか Lはらずその生物の影響を持たない処は却って極めて稀であろうから，さ

うL、ふやうに断つては置くものの，事実はその三位一体的のものが普通であると (27)J考え

ているのである。このうち，われわれの五感で‘観察できるものすなわち visibleなもの土

壌，植生，動物，人類をとくにつ!i(~土の表風体U とよび，風土観察の重要なメルクマーノレと

した。

かくて，三沢地理学の根幹をなす 11fJi~ニi二グの意味は， I当然を構成する諸要素すなわち大気

=気圏，大地=岩石間， j油生=生物闘が相瓦に作用をおこない，地表にまったく新しL、d化

合物M をつくるものであった。この考え方は，現代の自然、科学，とりわけi当然、地理学が，ご

くおおざっぱにし、えば，気聞については気象学，気候学等，大地につし、ては地形学，土壌

学， (地質学)，植生については植物地理学，生態学などの研究対象となり，さらに各学問

分野において，分化していく方向にあるのに対し，先のフンボノレト以 Fの見方と同様つ

の総合的な見方を提示している点であらためてみなおす意義をもつものといえよう。とく

に，リヒトホーフェンが，気圏と岩石圏と水圏の統一面としての， Erdoberflache という

概念を提示し，そこにおける諸構成物の研究を行ったように，三沢もまた，大気などの自然

を構Ji記するものが，新しい H化合物"を生成しているとし，それを研究の対象にした点は，

両者の共通的な概念、の提示として，注目されるものである。また古iJ者がヨーロッパや中国を

はじめとするアジアというグローバルな地域における研究の結果，その理論を提示したのに

対し，後者は，日本とくに長野県と L、う ρ郷土H の研究のなかからその理論を導きだしてい

ることにも，また興味がひかれるものであるO

しかし，三択の地理学にはし、くつかの重要な問題点がふくまれている。披の地理学におい

ては 11JITi¥二!この表現イホグで示したように，風土の研究が， これらの現象的なもの，すなわち単

に自にみえるもの visibleなものを通じておこなわれると主仮していることから，逆に，

呂iにみえないもの，たとえば，風土における人間の生産活動におけるお互いのむすびつき，

すなわち，生産諸関係というもっとも霊要なものを不当に捨象してしまうという領向(28)を

まねく。また，ここで，人間の労働による自然への積極的な対崎，そして，それによる自然

の変革については， リ包トホーフェンなどの地理学と同様，たいへん弱し、といえる。 r私共

人類の方面になると，その生活そのものが必ずしも素直にそこの風土に従って居とは限らな

い(29りまた「風土というものは大自然そのものである。自然、には善悪はなし、。それを善と

するのも悪とするのも，それは全く我々人類の心構だけのものである(30)oJとして，人間

を風土から排除し，さらに人間の H自然グからの束縛にたいする自由をのべているかと思え
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ば，一方では次のようにものべている。すなわち， 1"大自然、は一大調和f~であるから，無用

のもの無駄なものは一つもないわけであるO 従って，その一大自然、のー要素となって居る私

共人生から見ても，直接とl間接の別こそあれ，無用，無駄は勿論，害物もないわけである

(傍点筆者)(31)Jと。 ここにおいては， 人間は自然の重要な構成部分であることを示してい

る。つまり，彼の風ことにおいては，結局，その H化合物グのなかに，人間を密着させるかさ

せないかについては混乱がみられるのである。だが，彼がくりかえし

j丸土は大自然である。

大地の表面と大気の)底面との接触からなる一大化合体であるO

此の風土に正しく生きることの出来る人によってのみ初めて

真にその風土が生かし得るのである(32)。

とのべるように，その混乱は，あまり問題ではなし、かもしれなし、。ここでは，自然、の歴史(

生物をもふくめて〉のなかで，構成，形成されてきた風土，自然、に対しては，人間は!憎む

べきもの征服すべきものは一つもなし寸のであって，人間は自然、を d征服μ せず， μ風こiニグ v:と

適した労働を行い，その風土主/11活m"する位置にあるといえる。自然、を{憎くするか司ー愛

くするか又敵とするか味方とするかは全くこちらの1:I:i様一つJであり，その「出様一つでい

くらでも味方になってくれるものである。しかも無償で(おりであると結論づl寸るのである。

これは，先にもみたように，入閣が H没i当然的ν 性格をもつことによって， I義然政二 H生き

るM ということであろうが， したがって，その点からいえば披の地理学においてもまた，自

然決定論的な意味が濃厚である。だが，そのなかにおける入閣の主体位を強制しγ 自然に働

きかける人間の労働，技術的側面を穣極的にとりあげていくならば，人間は， Iき然を 11笹

JJI~" するものではなく 11 自然、と宥和するグものであり，自然を 11敵グすなわち 1/1.-ウベ

がえしをするものU とはしないであろう O

かくて，三沢地理学においては，自然;の総合的，有機的把握がみられるのであり，そこに

おける人間の積極的な d労働グの場面を評価するならば，今日の環境問題ι 泡然の反撃によ

るーなどにたいする考察にたし寸h る d有効性グがみいだせるのである凸

2. 自然総合体の概念をめぐっで

イ)11自然総合体M の創出

三沢地理学においては，自然、を構成する要素による 11新しい化合物がとしての H風土グが

提起された。社会主義のもとでは 1)'、ェルナツキーの生物閤 6y!Occtepaの概念などが，こ

の新しい d化合物H の概念、と類似、しているといえる。しかし，この概念は，すでに 1898~

1900年に提起されたF'クチャーエフの地理的総合体(制すなわち!当然1也被の構想から出発

しているものであった。それは，自然、地帯はみな，特殊な系統があり，太競努!、が，水分の循i

環，風化過程，土壌形成過程，有機界の形成と発展の過程にあって，規律性ある相互関係を

もっているということであったo のちに，ベルクらは，こうした勺也理総合体グが，地域生

産総合体=地域生産コムプレクス(35)などと同様に，比較的小さな地域においても，総合性

を有し， しかも，ヒエラルヒーをもち，相互に連関しあっているニとを示した。この種の地

理学における総合性の強調は，一方で，各部門別に総分化していった自然地理学，自然科学
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における方向と対照的なものであった。つまり，先述のごとく，自然、地理学は，それはその

科学の発展にとっては当然のことではあったのだが，気候学，地形学など、にわかれ，それぞ

れ，自然の構成要素をとりあつかっていったのであった。

このようななかで，最近，また，社会主義のもとで，主として， I当然、地理学の分野におい

て，自然総合体のもつ総合性，無機質，生物，そして人間などの各要繁の連関性を問題にす

る傾向が強まっているO 彼らによると，総合的考察が地理学発展のために，有効な方式であ

り，それによって，自然、の μ総合的作丹J"を解明し，従うlEの専門科学を集約し，その地域に

おける経済的，技術問題にたいしても，一定の評価を提供する(お)というのである。また，

これは，専門分野における総合的考察方法の導入という形においてもあらわれている。たと

えば E.E.フェドロフ， A. VI.バラノフらの総合気候学の方法がそれで‘あるO その基本的

思想は，気候が天気の総和であり，長年の平均的な天気の状況から出発する。その一地点，

一時間内の下層の大気の物理状態である天気は，各気象要素が相互に連繋しあっている不可

の総合体であるとし自然、界の生活における重要な周期である一昼夜の天気を研究の基礎に

おく(的というものである。

こうした，自然総合体の研究，総合的研究は，従来は，化学要素の生物的サイクノレに基礎

をおいたり，実践的には，自然、地域IK画を行うことにより，いっそう地域の研究を発展さ

せ，生産配置，自然資源の経済的開発とL、う問題の解決に煮献じてきたといえる。経済地理

学の立場からみれば，資源の総合的利用，資源をいかに把握するかと L、う問題は，生産の発

展，社会の発展にともなって変化はしてきているが，このような，自然、地理学における自然

的諸条件に対する解明のための援助は，当然ながら，重要なものである。たとえば，ソヴェ

トの地域生産コムプレクスは，このような自然的諸条科二と生産の発展にしたがって， ピオネ

ール，結節形成，サイクル，コムプレクスなどの形態をとっており (38)，自然総合体に対応

しているものといえる。また，自然総合体の経済的把握は，同時に，合理的にそれを保護す

るということであり r社会の矛盾にみちた現象によってひきおこされる諸変化の連鎖、全体

を追求すること，そして，生産が自然におよぼす作用，とくに分別を欠いた略奪的な作用に

f.:.¥'、する自然、の『復讐』を，部分的にでも予見すること (39)Jが可能になる。そして 11はじ

めにがにおいて指摘したように，自然からえた人間の生産物z 技術構造が，ふたたび，自然、

に対して働きかける側面を，予測するということが多少ともおこなえるのであるO

ロ)13然総合体の概念をめぐって

自然、総合体は，かくて 11自然fそのものの解明だけでなく，その経済的把握において

も，重要な意味を加えてきた。では， 勺当然、総合体μ とは，どのような内容をもつのであろ

うか。

ドクチャーエフが，地理総合体を提起したとき，それは，かなり大きなものを想定した

が，先にものべたように，以後，それは， ヒエラルヒーをもっ大小さまざまな総合体である

ことが明らかとなってきた。しかし 11総合体μ であるということには異議はないとしても，

従来，研究者によっては，その名称， したがって，総合体をi構成する諾要素の結合をいかに

みるか一三沢地理学についてのベたように，たとえば，総合体において，人間，生物などの

要素をどう理解するかーについては，その力点のおきどころは，かなりのちがし、をみせてき

た。たとえば，先のドクチャーエフの地理総合体，ヴェノレナツキーの生物輯をはじめ，カレ
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スニクの景観殻，アルマンドの地理圏，スミノレノフ，グリゴリエフらの地理〈自然〉環境(40)

など，自然総合体の名識は多様である(現在の研究者は，おおむね，自然総合体の名称をと

うてきている〉。また， 1936年，グリゴリエフが 11自然環境グを研究する地理学は従来 d物

理地理学=中日8H4eCKaH(physical) reorpa中HH"とよばれ，気圏，氷閤，岩石圏などの無機

の範盟に，主にその対象がおかれ，自然環器の重要な構成要素たる有機界にほとんど関心を

よせなかったと指摘している。これは，この学問がi当然現象とその過程の物理的側面を，重

に研究してきたことから生じている。また，植生を研究するとき，その分布と構造に注目

するが，それらは，糠生と無機物との相互関係をもっと同時に，部分的には，生物の要素と

関係があることを観察し，その過程における物質の化学的変化に注目して 11化学H 地理

学 11XHMH4eCl{a51 (chemi cal) reorpaφHH" を展開し，従来の，物理地理学の使用を保留し

た。すなわち，披は「統一的な自然環境における主導的作用をおこすのは，まず，気候であ

り，それがその地域の特徴をしめす。そして，大気中にますし、てすすむ物理過程の総合的状態

自体もまた，統一的，不可分的かつ複雑なものである。構造的，表象的地形の形成過程にお

いては，主要な意、義もまた，現象の物理的側面に属すので、あるd 地理学は，各地区毎に生ま

れ，かつ，その構造，外観，その景観の特徴を決定する複雑で，総合的でかつ完撃的な〈い

わゆる自然、地理的〉過程の物理的側面を適当に評価するときには，上述の過程の化学的側面

をみすごすことはできなし、。この側面は，ふつう，ほとんど‘注意;されていなし、ものであるJ

とのベた。これは， リヒトホーフェンらの地理学がそうであったように，従来の自然地理学

が，その対象を，いわゆる官然総合体グに求める場合一一それとても，従来の地理学院お

いては，その対象になることは少なかった一一ーその構成要繁がほとんど無機界にたよってい

ること， しかも，物理的変化の側面を強調していること，したがって，自然総合体には金物

的要素が入らず，それらの地理学では，人間の自然に対する労働jを通じての自然総合体の変

化などが十分に観察されないという傾向をもっていたといラことがわかるのヤである。

こうして，自然、総合体の d物理U 過程側面以外のイじ学的傾.u衝が提示された方、ーここのぷうた

方法は，それ以前のヴェルナツキーによる生物圏z 自然総合体の概念の提起におうと ζ ろ

が多く， ドクチャーエフ以後の自然総合体，自然の総合的把撞とい2 う点、においては，すぐ

れた成果であったといえる。彼は，地質の歴史的過程において，地表で、ほ生きている有機

体にくらべ，それ以上の恒常的作用をおこなうものはなく，最終的には，それはさらに強大

な化学的力を発揮するとみた(41)0 r生命は，地球の表部の物質を構成している原予め審Lド

部分を占有しているO これらの原子は，たえまないはげしい運動のもとで，生命の影響をう

けている。生命からは，たえず，数百分のさまざまな化合物がっくりだされ，そして，この

過程は，最も古い始生代から今日まで， {;木みなしに一千万年もつづいている。地球の表層

で，このようにたえまなく活動をつづける化学的な力はほかにないJ(42)とのベる。ごのよう

な，ヴェルナツキーが提起したl当然総合体の概念は，のちに，多くの研究者によってひきつ

がれた。しかも 11生きた11 生物を積極的にその概念のなかに導入することによ勺て，自然、

総合体における人間の活動，労働の役割が，それに直接的に絡会されるこ主になったのであ

るO すなわち，人間が，ゥ、ェルナツキーのいう(地球〉化学的力の最大のもち主であるとい

う点の解明である。まず，生命が生まれ，人類の社会がその発展を開始し，地球化学的変化

を行う段階，生原 6HoreHHbl員段階が注呂される。たとえば， A. YI.ベレリマンは，アマゾ
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ン低地の，人間が非常に少い熱帯雨林におL、ては，この段階はs まt!..，つづいているとす

るはめのである。人間は，自然総合体に対して，変革を開始し，人間のいなかった時代には

みられなかった原子の状態と新しい組みあわせをつくりだし /1自然M 景観のなかには，遊

離されていなかった状態の欽，アルミニウム，iJE鉛，鉛，ニ y ケノレ， コハノレト (44)などの金

属を作りだしたのである。

自然総合体に関しては，このような，ヴェルナツキー以後の自然地理学における研究がす

すんでいるが，自然、総合体が人間による変革を大きくうけるということから，必然、的にその

ような研究から，すなわち自然、地理学から，積極的に入閣の社会の要求と対応していくとい

うことはいうまでもなし、。たとえば，ヴ、エルナツキーが主に研究した，地球化学の立場から

は，自然総合体，なかでも，土壌，土資および景観をその研究対象にすると l' ?主張がみら

れ(45)，さらに，由民経済に役だたそうとすのものである。それは，

1 地域総合体と景観のノくラエティを11事立し，最小の景観単位と総合体の単位の間の質的

および量的差異を明らかにすること

2. 兵なった自然条約二の 1;で，元素が移動，集中する地球化学的過程の研究を深めること

3. 物質の地質的循環および地球化学的環境の自然のポテンシャルの決定を解l3Jjすること

4. 自然、総合体(=生物圏)の地球化学的過程の進展に対する技術の影響の道すじを研究

し，もっともよ~ "自然、総合体の景観を利用する方法の条件を採用すること

5. 鉱床の周囲にある異った化学元素の分散影響醤の解IjfJと研究を通じて

a)土壌の肥力を高めること， b)農業用地を正ii在に配置すること， c)土壌改良の措

置方策を示すこと， d)工業生産において，風化した地殻の産物を合理的に利用するこ

と， e)土壌中の微量元素の過不起に対する闘争をおこなうこと， 0有用鉱物の探査

と採堀をおこなうこと， g)景観と風化した地殻の形成の市地理学的問題を解決するこ

とをおこない，国民経済の任務に応じるということである。

しかし自然総合体に対して，人間が積極的に働きかけた結果，たとえば，核反応を手に

することによって，地殻には存在しなかった新しし、元素を得ることはできたが，逆に自然、総

合体のなかで，有害な物賞主，/1生産H することによって，環境問題をひきおこすこととなっ

たわけである。その側面については自然、総合体の経済地理学的考察の重要性が，相対的にま

したといえるのである。このようにして，ヴェノレナツキー，グリコ、リエフらの後の自然総合

体の概念は，三沢らに欠如していた，人間の積極的役割，経済地理学的結合をはっきりさせ

てきた。

では，自然総合体の規模，範囲，その実体はし、かなるものであろうか，この点については

研究者，その歴史的位置により，さまざまであることはし、うまでもなし、。しかし，いくつか

の共通的な像をとりだすことはできる。それは，今までふれてきたことからもおおむね明ら

かなように，自然、総合体が，非常に複雑な構造をもっ地球の表面であり，それぞれの構成要

素が，秩序だった規律ある統一体をつくりあげ，相互連関投をもっているということであ

る。そして，地表を一つの接触点とする大気圏十岩石圏十水圏凶〉ではなく，新しい ρ化合

物H であり，これに生物圏(ヴェルナツキーのいう自然総合体としての ρ生物顕グではない〉

なかでも人間の積極的はたらきかけが加わり，歴史的に発昆，形成をしていくのであBる。こ

の新しい d化合物グとL、ぅ概念は， (人間の意義を十分巳説明 Lきれなかったが〉先の三沢
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地理学のそれに，なんとよく類似していることか。

また，この規模範盟については，先の 11生原H 段階のもつ意味からも明らかなように，

生物とりわけ人間のはたらきの開始以降が問題にされたように，生物のそのはたらきをおよ

ぼす隈界が，必然的に，自然総合体の範囲とみられるべきである。ヴェルナツキーの d生物

関M の概念が，提示されなかったとき，また，彼の説をとりいれない場合，その範囲は，比

較的大きなものとなっている。 たとえば，景才瑞(47)によれば， I当然総合体の上限は対流閣

の頂上，すなわち，平均10伽上空であり，下限は，徴生物などの生存範酒， 5~6初1，大洋に

おいては，平均4加とみるO また，自然総合体は，その統一的総合性をもっているというこ

とから，自然地理の単位であり 11原子M ではなく H分子グであるとするのである。

この分子が，自然総合体としての最小単位であり，ふつう，相 φalJ，HHとよばれているも

のである。これがまた，自然、総合体の相似性と相異性を区別lし，自然地域を区分し，自然、資

源を評価し生産に有利であるかどうかや，自然改造の干可能性をみる経済地理学的考察のため

の材料を提供しているのである。さらに，相の上に，いくつかの自然総合体が設定され，ヒエ

ラルヒーを形成してL、く O たとえば，相一景区 (YP04HIl.¥e)一区域 (CTpaHa)一地帯 (30Ha)

一省(ロpOBHHLI.H日)(48)など‘。これは，先述のごとし (経済小地域コーライオン級経済地域ー

オプラスト級経済地域一大経済地域一国民経済的経済地域などというヒエラルヒーをもった

経済地域=地域生産コムプレクスの場合と類似しているのである。

また，自然、総合体を，霊童にきってとりあげるという見方(49)もあり，それによると，

(1)気候総合体(対流圏)，空気，日射，天然水および少量の鉱物のちりでつくられ，地球

をとりまいている。 (2)景観総合体(全部で7つの構成要素をふぐむー岩層. E'射，天然

7j(，空気，植物，土壌および動物界)，陸地の表面に位置するo (3)岩石圏総合体(岩層，

水，生物有機体)， 景観総合体の下に位置する。 (4)海洋総合体(水，臼易手，空気，植物お

よび動物)，海洋のよ部に位置する光合成作用帯。く5)深海総合体〈水質および動物i)"探準

に位置する。 (6)洋忠総合体(水，動物，類似土壌のドロおよび岩層)，海洋の臆郡広能置

するo (7)氷河総合体，地球の一部の地方にあり，区分可能。となる。

3. 自然総合体と経済地理学

かくて，明らかになってきた自然総合体は，その本来の，自然地理学の成果ではある

が，グェノレナツキーの d生物思グ以後，自然、地理学の立場から，国民経済的要求にこたえよ

うと，研究されてきた。逆に，経済地理学の分野においては，古典地理学が示した，単なる

自然、決定論的環境論からの自然、一人間関係の解明にとどまらず，人間の労働過程を通じて，

自然に対l持する;場面をもその研究の対象にしてきている。ここでは，自然、総合体が提供す

る自然的諸条件をどのように合理的に組織し，自然資源、を評価し，自然総合体に対応する諸

地域の国民経済との連関のなかでとらえていくかということであり，また，自然総合体の

適切な変革のための道すじはどのようなものかということを明らかにするということ (5ので

ある。

自然の諸現象と地域の経済の特徴との関係は 11価値ある経済地理的資料11(51)であり，そ

のよりどころは，自然資源および自然条件の科学的な分析であった。ここにおいて，自然、総
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合体は，経済地理学的考察のなかに，まず H自然条件H として登場する。それは，自然総合

体自体が，それぞれの規模のなかで，一定の内部連関性を保ち，客観的な存在を示すのに対

し，人類は，その経済活動などを通じて自然と対持しているからである。しかし，その対11時

の内容は，歴史的な諸段階において異なるのは(52)，いうまでもなし、。また，その活動のさ

まざまな内容により，たとえば，工業活動，農業活動などによって，自然、の詳細もかわって

くるが，自然条件の評価の一般的な原則については，いくつかにまとめることができる。た

とえば，中園地理学会経済地理専門委員会に(53)よれば， ① i当然条件の評価は，生産の発展

と，生産配置の要求から出発しなければならない， ①自然条件を総合的に分析し，主導要

因について重点的に深めること， ①技術的に可能な基礎にたって，経済的合理性を論証す

ること，また，その評価の内容について， (1)自然条件の地理的分布と地域的結合の特徴お

よびその生産発展と生産配置に対する影響， (2) 自然条件の量的，質的特徴およびその生産

に対する適合性，保証の程度， (3)自然条約二の合理的開発の利用可能な方式と方向およびそ

の技術的経済的前提， (4) 1当然、条件の開発，利用の予測的経済効果およびそれがひきおこし

うる白l然条件の，生産結果の集計にt::.~、する反作用を解明していくことの必要性をのべてい

る。それは，自然条件と生産配震との関係，自然条件と地域の生産発援という，経済地理学

にとってのfllil有の目的を考慮にいれ，その範国内で，自然条件の評価をあらゆる生産部門に

適用することであり，そこでは 11具体H 性が要求されているのである O ρあらゆるN 生産部

門に適用するということは，自然条件の評価においLLJ:，総合的分析が必要であるというこ

とであり，この H総合グという点において，自然総合体と共通性をもっているわけである。

また，各種の条件は総合的作用にもとづいているため，自然、条件にたL、する総合的分析は妥

当なものよなるのである。

このようにみてくると，自然、総合体が人間に提供する|当然、的諸条件は，その自然総合体の

性格に主って大きく規定されると問時に，人間の歴史的諸段階における各種の総合的評価に

よって見いだされ，人間による変化をうけ，さらに新しい形式の自然、総合体の形成をうなが

すものであるといえる。また， 1きi然総合体は d具体U 的なものであるため，その地域の位置

に制約された形で:-(54)あらわれる。その意味からいえば， 自然総合体の類型的研究ととも

に，アジア，日本等の地域における具体的な自然総合体の解明が必要となる。A.A.ミンツ

と T.11.ベトリャコワは，自然総合体と経済コムプレクスすなわち地域生産総合体などと

の連関性を地域〈領域〉を媒介として，その関係を Lめしている(55)が，そこでは，具体的

た位置や糾ro，nb巴))，場所を問題にしているのである。また，地域の性格が，自然、の性格，

技術の性格などによって決定されるという点も強調されている。とくに，技術の自然総合体

における性格，位置については，その能動性について，先述したものであるが，自然総合体

における人間の働きかけの側面の解明に霊要な位置をしめる。

このように，経済地理学的立場から，自然総合体にアプローチしてL、く場合，その自然条

件の評価が問題となり，、歴史的発展段階の相違によって，人間の自然総合体変革への主体性

をみいだしえなかったときがあった。しかし，後には，逆に，人間の経済活動における自然

的諸条件の無視ないしは(その "~iIJ約"性についての〉軽視があった。最近では，環境問

題の深刻化ととも広，たとえば，スタ{日ンの，人間の社会的経済的発展にくらべ，地理的

発展は「全然変化しなかったか，あるいは地理学があえてそれを口にしないほどわずかな変
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化しかしなかった(56)Jという命題の批判がなされている。プレスティピーノ (57)は，スター

リンの，楽観論にたし、する過度の信頼を批判し，マルクスのフ 1 イエノレバッハにかんする第

三テーゼ，すなわち「環境そのものがまさに人間によってかえられるということを(58)J対

置している。このことは正しL、。披が「自然、が，資本主義経済の〈急激〉な発展にともなっ

た無分別な人間の活動によって，癌状の悪性用殖のリズムを;常びることもありうる」とあえ

てのべなくても，このことは，本稿におけるいままでの考察において，切らかなことであ

ろう。自然総合体に対する人間の変革という点を考えればよいのであるO

ただ，このことは， 1950年代のいわゆるつ主然、改造H の理論へと展開をみせるが 11経済グ

発展からのみみた自然、であり，それゆえ，逆に総合的に自然を把握することの重要性につい

て，それは補足を必要としているといえる。

おわりに

以上，考察したように，近代地理学における自然一人間関係は，比較的短いがさまざまな

置史的発展段階のなかで，その評価が変化してきた。それはある時期には楽観的な，ある時

期には悲観的な〔すなわち，自然決定論的な〉形であらわれた。しかし，人間は具体的な

労働の場において，たえず，自然に対i持するわけであり，自然一人間関係についての考察を

停止することはできなし、。とくに自然が人間の活動を d決定するグという意味ではないが，

従来の人間の d先のみとおしのなLぺ そして， つ支手tiJのなし♂活動を自然に対しておこな

った故の H しっぺ返しM が，環境問題，公害という形で問題となってきている現在では。 ζ

の考察は，本論で何度も指摘したように，とりわけ重要なものとなっ℃きている。

ただ，その際，それを少しでも予見し，科学的な対策をほどこすためには，自然を 11総

合体M として把握することが有効であるということをのベてきた。 i当然を d総合グ的に把握

するという点については，フンボルト以来，リヒトホープ'":/，宝沢勝衛らにおいてもなさ

れていたが，彼らにおいては，いずれも，労働を通してそれ民対持する入閣の位置が，とり

わけ，あいまいであったのである。その意味において，人間や生活の活動を自然総合体の概

念そのもののなかに導入した，グェノレナツキー以後の研究は，これら一連の諸問題の解決

に，一定の役割を演ずるように忠、われる。しかし，自然地理学が提示した自然総合体の概念

はあくまでも 11自然グを総合的に把握し，総合体の構成する諸要素によって，独自の類型

を形成していくのであり，かつて，単一の地理学をめぐってそれを支持する立場から主張さ

れたように，統一科学としての池理学の対象にしていくことはまちがし、である。それはすな

わち，自然総合体を構成する人間もそのなかで相互作用をうけるという点を強調すること

になり，自然総合体の概念をうみだしてきた方向とは逆に，かの，悪名高き，自然、決定論に

さかのぼり，人間の活動も，自然法則によっているのだという方自にむかつてしまうのであ

る。

その意味において，われわれが自然総合体を考える場合，経済的・社会的発展の法則の独

自性をたえず考慮にいれておかなければならないだろう。



80 

注

(1) マノレク九 w資本論~，第 l 巻，邦訳， マノレタス， エンゲノレス全集， @-a， p.234. 

(2) マノレクス:賃金，価格，利潟，邦訳，全集，⑬， p.125. 

(3) たとえば，ア・ユ・レテユム，カ・エム・ジヤコノフ，;;J:..リ・エフ・クニツイン:技術構造と環演の

相互作用および地理一技術シλ テムの形成， wソ連邦科学アカデミ一通信一地理学篇s，1972-No. 2， 

G出訳， w信j十iの科学者i'~ ， No・8，1975)など。

(必 エンゲノレス:猿が人開化するにあたっての労働の役割， r自然、の弁証法~，邦訳，全集， @， p.491. 

(5) 向上。さらに，エンゲアルスは，この人間の支配のしかたについて，次のようにのべている。 rわれわ

れが自然、を支配するのは，ある征服者がよそのある民放を支配するとか，なにか自然の外にあって自然、

を支配するといったぐあいに支配するのではなく一一そうではなくてわれわれは肉と血と脳髄ごとこ

とごとく自然、のものであり，自然のただなかにあるのだということ，そして自然にたいするわれわれの

支配はすべて， {!也のあらゆる被造物にもましてわれわれが自然、の法郊を認識しそれらの法則を正しく

適用しうるという点にあるのだ， ということであるJと。傍点部分によれば，人i誌の社会的発展，科学

技術の発展によって，自然の法烈の正しい認識と適用をすすめていくならば，否定的側面をも克淑する

ことができると考えている。しかしその場合の支配は，専政のような意味をもつのではなく， r人類

の自然との宥和およびEl分自身との宥和とL、う大転換J (エンゲノレλ ・i翠民経済学批判大綱，邦訳，

全集，①， p.549)のなかにあって，人間が自然と対i砕するのである。

(6) このシステムの構成については， (3)， p.28を参照せよ。

(7) 拙稿:社会主義中国における環境問題，信州大学教養部紀要， 人文科学，第 8号， p. 52， 1974を参

照せよ。そこでは，自然系の総合的把握の必要性のみをのべざるをえなかったが，本橋は，そうした把

握の試みの一つでもある。

(8) マルクス:経済学と哲学とにかんする手稿，第三手稿，邦訳，選集，補0，p.343-344. 

(9) 環境論さらには生態学的地理学についての現代的意、味については，松田孝，森滝健一郎:経済地理学

の現代的課題と方法， w経済~， 1972， 5)-]号， p.93，などを参照せよ。

(10) 野間三郎: W近代地理学の潮流s，p.48， 1963，に，小i1.l琢治博士所蔵本による図が掲載されてレる。

図が小さいため，項aは野宿による。

(11) エンゲノレス:W自然の弁証法~，邦訳，全集，⑫， p.506. 

(12) 奥托・施瓦茨博土在我i翠紀念頭E霊山大，供主主逝世 100周年紀念会上的講話， w地理学報j，25-3， p. 

173. ドイツ民主共和額のオットー・フォン・シュヴァノレツが， アレクサンダー・フォン・フ、ノボノレト

逝去 100周年(1959)を記念した，中国人民対外文化協会，中主II友好協会，中国地理学会，北京市科学

技術協会主催の集会で講演したもの。

帥 竺可禎:紀念、徳、国地理学家和博物学家亜歴山大・供主主逝i且100周年，向上， ffrJ奴， p.l7L竺可禎は，

フンボルトを，第一流の科学者，位界の魂としまた，彼の箸， 吋コ夫アジアグや，“Kosmos"から，

彼の自然を総合的，相互連関的にとらえる姿勢をみてとっている。 r科学成果昭示我{門，地球上走経過

許多変異和革命的，従岩層中遺留下来的化石所不絶発現的事実，在空間和i時間?立機内， m正羽許多過去的

鋭点是荒謬的。這是人類理智上的絶大勝利，説明了人的9.if慈的偉大能力。科学方法的巧妙応用，合理地

対地球上各種事物和各種現象互為因来的推断，将給地理学的研究以極大的好処，並拡大A祝線……J ( 

中央アジア，第 1巻，序言)， r在研究自然現象時，不(豆就其対人生物資生活的重要性，市立就英対子

人類知識的前進而言，最関鍵性雨也最可宝実的是所有白然界的現象，統是互有関系互棺約制，荷台I@{本会

到這一点就使人類的人生観更高尚更薗j筒J (Kosmos，第一巻，第一主主〉の部分である。
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(14) (10)においては，主婆な昔話分は，マノレテにおうところが多いとする。 I彼は Chorographieの思想で

以てI地涯学の全体系を丹念に土産定した挙句に， Richthofenの『支那』第一巻が従来の単なる池誌でな

く， コロス ehorosを取扱ったものだとしたj。ただし IRichthofenがiきら意識してコロス Choros

乃奈は Cαh加1泊orogra句p汁治hi捻eについて述べているわ{けナで

自悶日 リヒトホ一フヱン， W:o:支主2那耳邦¥(中恩)， 1 ~邦訳， p.1凶8，1叩94必2.

同 開!こ， p.18. リヒトホーフェンは，従来のヨーロッパ人の研究者による中園地理の研究方法について

次のように指摘している。 Iヨーロッパの学者に依る支那地理の記述にはこの道があった。一方は地図

をも含めて汲みgし得ぬほど豊富な文献の泉を，多くの努力を以て利用することである。他方は彼らiき

ら観察しj架究しつつ進むことである。だがかかる機会を持ち得た殆どすべての人が，人間とその諸制度

の示す特殊性に縛られた。|翠家法と行政の形態，社会生活の独自1:L宗教と文化，民族史，その言語と

性質ーこれら及びこれに類する諮問題が彼らの注意、を要求した。卓越した教父マルチン=マルチニ

Martin Martini (十七|止紀中葉)は総かにカトリック僧侶が優れた地理学者でもあることを切らかにし

たが，彼の見解は当時の低い見地に相応してし、1':'0 その後十八i世紀初頭の二十年間，ジェスイト{曽が多

くの天文学的土地d!1]:!lまを試み支部地図の修正に多大の役割を演じた時代には，彼等は数学とその実際的

応用に就L、て重要知識を有してlよL、たが， J也理的関心(1球面に投影される点の天文学的弱係の決定以上

には出なかった。その旅行に就L、て叙ベた二三の場合を除くと，彼等の地理学的記述の中には議l'邑と物

産とが無味乾燥に数へ立てられ， こjれ1により荷再:び支2芽刻那F丹郊1日lの原E資賢料を知るに過ぎぎ、なL、、。数学的墓礎が修Eき

れている点で友J那H邦¥(1仁中一

lはよ支2那丹郊¥(中国〉 人のそjれ1よりj勝協勝φれてlは主心L、なL、、。 従つて大タダ、ングイノルレ D'Anv吋ille(ο17η35問今年王今〉 は理言稔命上の儲

i迷笠ひのない'分水嶺のある地図を作るために，彼らの地図を利用し得ずそのため懇像力の助を傍らねば

ならなかったんと。

間藤岡謙二郎 w先史地域及び都市J:(;\tの研究~， 1955，などを参照せよ。

(18) エンゲルユ:反デューリング論，邦訳，全集， @， p.53によれば， IC、っさいの存在の根本形式は

空間と時間であって，時間の外にある存在ということは，空間の外にある存在主いうことと閉じ<(G，い
にはなはだしい;l1¥lぃ意味」であるo M.ボグダンチコフは， [ 現段階における経済地理学の諮任務」留経

済地理学の方法論~，所JIJI.，橋本;弘毅訳， p.6)におL、て，ヘットナーを批判し彼らのあらゆる線本〆デ

ーゼが，新カント主義的である点を強調する。 I彼らの研鎖するあらゆる原E別問題うたとえぼ、斜学め分

類においてさえも，カント主義的テーゼを援幼するひ彼らは地支五学をかつてーそれとi郁毒液経済地翠学
コロロギー

をも含めて一地方分布約，空間的科学と見倣す。彼らはその科学分類において先づ科学を体系的，獲史

的， EE間的(J也方分布的〕に分類することによって，唯物弁証法の{茨木原則を， τノレタス主義的科学分

~Jiの原則一物質のJ主体的遅延IJ形態の差異に基いて科学を建設することを要求するーを破壊する。彼らは

空間を時間に対置し， í~J者を切り離す。J と。

(19) W 日本地誌学 I~ ， p.95， 1942. 

凶 この研究所には，多くの地理研究者が参加しそしてそのほとんどが，地政学の影響をうけざるをえ

なかった。しかし地理研究者だけでなく，その ρ総合性M の発揮という点において，あらゆる分野か

ら研究者，調査員が参加している。それは， ι哲学H 研究者も， J也誌の調査に加わるなど， その研究の

"多様1:1"がみられる。ただ，戦後終戦グとL、う名において，これらの研究所は廃止 (]JIJの形で設立

はされている〉されたが， j:也jJ&学研究者と/，ij機，当時はたした，科学者の社会的資任について，自分た

ちの学問の分野において，その内容をもふくめて，自ら批判するということをほとんどしていないの

は，今Bの学問のあり方，たとえば H地正文学的立場の復活M を認める途困となっていることから，倹討

すべき問題である。

ω ω~， p.3，に， w日本j色誌学会』編著革委員(多国文91，石田法次郎，渡辺光，岡山俊雄，井上修次〉の
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名において，その刊行の辞がのべられている。 iJ也理学の髭要性をIUj.ばれること今In]ほと織んなるl待は

ない状態であります。これは・…実に他の o生理学以外の〉各方組，現業学術の各151¥商からの声であ

ります。 …-我々は現在， J1l!.理学の綴心的nu!~ として， J也誌一地域の研究をとりあげたいと}t!.、って居

ります。大東軍簡の建設構想も国土計画の企画創造も，単なる架銭的論説や心構へA伝説くものならば7)1}

て寸ーが，こと地理学に関するiジ‘上，地域の研究を除外しては成立ちiJ，'j，ないと忠ふの℃あります。我々が

日本地誌学の名をか Lげて同志に呼びかけようとする理由の一つはここにあります…・"Jよ。

岡 三沢!路街 w風土産業.1， 1941， p.211.三沢の d風土M 論は，この望書に凝縮されていると L、ってよ

い。三沢は，この警において，全国的な一般性をもったつA土産業M の確立な期待したが，彼自身のべ

るように，その抽出したフィーノレドは，ほど，長野県にとどまっている。しかし小織でもふれたよう

に，彼の風土論は，ひとり句言ナ1-1"にとどまるものではなL、。 1一今ここに『風土産業Jとして記載して

援くからには，ll!Eに読者の範剖も一限会|語的になって居り， 11寺I品jの上にも必ずしも-13とか半 13とか

いった制限も持って麗らなし、。 さういったわけで， 実例等も， 勿論当然， 会図的であるべきではある

が，遺憾ながら，私の足跡は極めて狭L、。従って息ひながらもそれが出来ないJo I司， p.209， とのベ

る。

倒向上， p. 9. 

凶同上， ]J.11. 

伺向上， p.12. 

側向上， p.27 

師向上， p.29. 

同 あるいは， I当然と対i持する人間の労働の過程などの， []にみえないものを姶象してしまう。

ω1) (2Z)， p.33. 

(湖向上， p.42. 

倒向上， p.88 

回向上， p. 4，など。

(扮向上， p.88 

凶 B.B. )lOKY羽巴B，0 30H3JlbHOCTH s MHHep3JlbHOM uapCTse 3arr・1899など。 A.r. Vlca明日1(0，

J1aH.l¥IllaφTHoe KapTHpoBaHHe (OCHosHble npHHUHnbl， MeTO.l¥bI H 3Ha可eHHe)，中歯語訳， A. r. 

伊議欽科景観11地図的基本l京共I/，方法和意義， w地理学級.~， 24 -.1. ]J.339，による。

錦 地域生産コムプレタスの実体については， flli稿:ソヴェトにおける経済地峡の理論と幾業地域IR函に

ついて，信州大学教養部紀要，人文科学篇，第9与g.，1975，所収を参照せよ。後述するように，自然総

合体は，経済地理学における地域生産コムプレクスと向綴，自然地理学における HそれH に相当するも

のである。したがって，経済J1l!.Jill学におけ』る研究対象とじてのj也~生産コムプレタスがそのすべてでな

かったように，あるし、は，研究者ーによってその力点のおき方がちがってL、たように，一一これにつし、て

は， fHl稿 農村人民公社における経済地域とその区画， ~人文地理U1， 19-3，でのべたように， l 、わゆ

る生産配霞論と生産力配髭論によって，地域生産コムプレタスの{立鐙がちがっているというのが，その

一例である一一自然地理学における研究対象としてのl当然、総合体が，そのすべてではないし研究者に

よってその力点のおき方がちがうのは当然のことである。しかし環境問題の深刻化などにともなっ

て，自然総合体の概念の縫立，その研究の重要性が， 1'1秋、I的に高まってきているのは若手突である。

(鉛) 呉停鈎:蘇i際的地理机構和議長i隣地理学発展的一盛情況， w地理学報.1， 24-4， p・453.

1$1) 丘宝剣:綜合気候学的簡要方法，向上，所収， p.457，は， フェドロフにもとづき，北京の気候の例

をあげながら研究している。

倒倒， Ja!稿を参照せよ。
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ω) マルクス・レーニン主義と環境保護の諸j1号越， r平和と社会主義の諮問題』 沼本版， 1972，私季号，

所収， p.38，上記の題のもとでのシンポジウムにおけるサウシキンの発言。

側索才瑞:論自然、総合体， ~地迅U ， 2-6期， p.223，による。禁才端は，グリゴリエフの使用する名称を

"地理殻グとしているが，グリコ『リエフLl:，次の論文では地主E環境を使用している。 A.A. fpHrOpHeB， 

o XI1MI1QeCKu益 r巴orpaφHH，B KH. AKa，ll.eMHKY B. M. BepHa，ll.CKoMy K n51TH，ll.eC51THJleTHIO Hayq-

HoA H ne，ll.arOrHqeCKOA ，ll.e51TeJlbHOCT日， M. 1936，中国語訳， A. A 格里高利耶夫:論化学;1由理学，

『化学地理的基本理論与方法j，中lilil地理学会13然地理専業委員会編， 1965，所収， p・1.

担1) A. YI.彼列爾受 (nep印刷出):古景観地球化学，向上『化学地理的基本理論与方法』所i反， p.57. 

においては，彼のこの見解は，一種の天才的な思想、のましさを示すものだとする。

住2l B. YI. BepHa，ll.CKH品， Yl36paHHble COQHHeHH51， T. 1. 1954， A. YI. BOpOHl.(OB， H. 3. XapHToHoBa. 

OxpaHa npHpO .l\ bI，邦訳~" 13 然環境の保護~， p・220，1972. 

臼S 臼1)， p.56. 

凶向上， p.58. の17ijを参照せよ。

臼5) K. YIλyKarueB， f巴OXHMH可eCKl1enpoはeCCbl Ml1rpaは1111H I<OH日eHTpaはI1H9JleMeHTOB B 6110-

cφepe， CTp. 166~18 1， 1957. 中国語訳， K. YI.盛一1:-舎夫生物関地球化学研究的議本問題，肉よ，

Jl.7~20，におけるノレカシェフの主張など。

凶帥，景才]稲によれば，これは一個新策H である。これはまた，単純な， C十O十日でなく 11炭水

化物M である。

師向上， p.223. 

糊凶，イサチェンコ論文， p.339. 黄乗組:は中国の総合自然区画を行った際，自然総合体を，その主主趨の

分実質の単位にしている。そして，第O級一帯 (n051c) または区域 (CTp呂田〉第 1級}地区および湿地

区 (o6JlaCTb11 nO，ll.06.JIaCTI1)第 2級一地部;および豆地帯 (30Ha11 nOA30mv ~. 3、級一区旬、P印 刷 {

叫間)，第 4級一分1(OKpyr)， (山地と平j也では，第 3，4級広ニュアンヌのちがも、がある〉にわけるb

1.1コ図綜合自然区劃的初歩草案， i"地理学報j24-4， p.350，ただし，前者のEようにわける場合，.弘、わゆ

る H景観学派H の立場から展開しているわけである。"景観M は，一地域のl主主主総、合体をさすの、で?そ

の研究はE主域自然、地理学の対象となる。 官官一ーという場合，必ず，一般ーーがあり f j託銀学=混

然地理学ではなく，景観学=1当然、地理学の一分野となるとする意Jもがあり，経済弛理学帯広おける区犠経

済地理学をめぐる論争と|可様索綴学M 派に対しては一定の批判がまだあるようである。また》務総

武.議“景観概念是否正的?"之后， w地理学報j，23-3， p・325，などを参照せよ。

住9) (4骨， p.223. 

(50) (3)の《訳者まえがき》を参照せよ。

制 余之祥，梁笑鴻:経済地理学在tt;合J5禁中的任務与方法(J街妥)， w中園地理学会， 1961王子経済地理学

術討論会文集~，中国地理学会経済j也理専業委員会編腕， 1965， p. 170 

倒 :HUfi詰:エネルギーについての人類の認識と利用の歴史， w信州大学教養部紀~ 自然科学籍， 第 10

号』を参照せよ。

(臼) 中国地理学会経済地理専業委員会:経済地理学対!当然条件的評Ii恋， ~地理学報~， 29-1， p. 27. 

(め たとえば， If~ じよ併海式気候一一これは自然総合体ではなL 、がーーと L 、つでも，カリフ或ノレニアの場

合と，イタリアの場合とでちがうように。

腕 A.A. MI1Hl.( 11 T. YI. neTp51KOBa，トIcnOJlb30naHI1eTeppl1TOpl1H， KaK reorpaφHQeCKa目立PO-

6JleMa， Yl3BeCTI1H Al<a且eM1111HayK CCCp， Cepl1H reorpaφ狂可eCl<a51，CTp. 5， 1973. 

倒 スターリン..弁証法的唯物論と史的唯物論について，国民文庫版， p.119， 1959. また，毛沢東も『

矛盾論』において， ["ながし、あいだ封建制度に支配されてきた中国は，さいきん否年このかた，ひじよ
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うに大きな変化をおこしたしいま現に自由解放の新中留にむかつて変化しつつあるが，中国の地理や

気候はいずれも変化していなしづとのベる(邦訳，毛沢東選集第3巻， p.13)。両者は， もちろん，社

会の発展の d速さM に力点をおいており，その面では l'jEしl¥'/ といえないことはなし、ただ，現在の

環境問題を考えるとき，そして，自然総合体と人間との関係を諮るとき，それは誤 1)となる。

(5'司 ジュセッベ・プレスティピーソ:マノレタス主義における人間と自然、，邦訳， wマノレタス主義における

人間・自然・社会』所収， p. 1'80， 1974 

倒 マノレクス:フォイエノレバッハfこかんするテ一七二三，国民文J1!i版， jJ・ 80，1964. 

Pe3lOMe 

o IIPHpO且HblX HOMIIJleHCaX 

M3C昌I<3JL3YKOMA抗

B. VI. BepH3Jl.CI<H前 33HHM3JlC只 80llpOC3MH XH~似4eCl<OH CHJlbl H MHrp3l.1.HHヨλeM巴HTOs

<<6HOCφepbl>>. 61fOCφep3 --<<npHpOJLHblH I<OMIlJleI<C>>， 可巴M 33HHM3eTC51 H08間 φH3H明 CI<351

r巴orp3φH51. feOrp3φ問 o IlpHpOJl.HblX I<OMIlJleI<C3X p33p36oT3H3 8 HCCJleJl.OB3HH日X 0 CpeJl.e 

1l0JL BJlH51HHeM JlIDJLeH. 

Vl3-33 OrpOMHOrO np3I<TI利 eCI<oro 3H3可巴HH日， peWeHHe 3TOH 33JL3可H 6blJlO 06beI<TOM 

MHOrHX Y可邑HblX. feOrp3φH51 H IlpHpOJl.HblH I<OMIlJleI<C OT Jl.eJlbHblX 咽 CTe詰 3eMHoro W3p3 

TO)l{e H3MeH511{)TC>I. OHH IlblT3JlHCb Bbl5lCHHTb sHyTpeHHHe C8513H H 833羽MOOTHOWeHl.-fe IlpH-

pOJLHblX I<OMIlJIeI<COs. 

KOMIlJleKCHbl詰 3H3λH3 0 rrpHpOJLe ro五日TC河 H3 p3UHOH3JlbHOeヨI<OHOMH4eCI<Oe HCIlOλb-

30B3HHe TeppHTOpH負担 H3H3y4eHHe seJl.YWHXφ3I<TOpOB. 
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a;s) "7/V!l;7-.: 7 *-1.:чv/<",/'VС;Ь,А,"t"QТ--t.:", =, ~.в;;)О1/lХЖ, ]).80. 1964. 

Резюме 

о природных комплексах 

Масакадзу КОМАЙ 

В. И. Вернадский занимался вопросами химичеСI{ОЙ силы и миграции элементов 

«биосферы». Бlfосфера -- «природный комплекс». чем занимается новая физическая 

география. География о природных комплексах разработана в исследованиях О среде 

под влиянием людей. 

Из-за огромного I1рактического значения, решение этои задачи было объектом 

многих учёных. География и природный комплекс отдельных частей земного шара 

тоже изменяются. Они пытались выяснить внутренние связи и взаимоотношение при

родных комплексов. 

Комплексный анализ о природе годИтся на рациональное экономическое исполь

зование территорий и на и'зучение ведущих факторов. 
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